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新エネルギー委員会のお知らせ(第３０１回) 

 

日 時 平成２８年６月７日（火）午後２時～４時半 

場 所 衆議院第一議員会館 地下１階 第５会議室 

    千代田区永田町２－２－１ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・千代田線）①番出口より２分、永田町

駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車５分。当日、午後１時

半より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。その時刻前に

到着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待ち下さい。

会議開始後にお越しの方は、受付に「第５会議室に行きたい」旨お

伝え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の再生・新エネルギーについて想う 

        挨拶 中島稔新エネルギー委員長 

     ２、『新エネルギー関連ニュース NO.１５６』 

      解説 中島稔新エネルギー委員長 

３、有害排水を出さずにバイオディーゼルを生成する技術 

   解説 高津（こうづ）淑人東京都市大学准教授 

 

報 告  去る５月１８日開催の第３００回新エネルギー委員会は、中島稔新

エネルギー委員長が議長を務め行われました。 

 まず、中島稔委員長より「最近の再生・新エネルギーについて想う」

と題してお話がありました。今回の『新エネルギー関連ニュース』に

載せているが、チューブの中を、音速（１２００km/h）で走る次世代

交通システムがアメリカで開発され、試験トラックが２０１８年末～

１９年初に完成。２０２０年までに実用化するという。東京～大阪間

の距離なら約３０分という夢の乗り物が、間もなく誕生するようだ。 

 次に、東京薬科大学生命化学部生命エネルギー工学研究室の

渡邉一哉教授より、「微生物による燃料電池について」と題して解説が 



 

 

 

 

  

ありました。すべての生物は、生きるためにエネルギーが必要だ。人間の場合

は食べた有機物を、呼吸によって取り入れた酸素を使って分解することによっ

て、エネルギーを得ている。一方、代表的な発電菌である「シュワネラ菌」は、

酸素がない環境下では電極に電子を渡すことによって呼吸を行い、エネルギー

を得ている。その電子を集めれば、発電装置として利用できるのだ。私たちは

その装置を「微生物燃料電池」と呼んでいる。実験室では、１０ｃｍ×１０ｃｍ

×１ｃｍの大きさ、体積で１００㎖ほどのシュワネラ菌を含む培地に有機物を

与えた発電装置で、０．３Ｗ程度の発電量を得られている。携帯音楽プレーヤ

ーで音楽が聴ける程度だ。しかし、この微生物燃料電池の巨大な装置をつくっ

て、電力を供給するというのは、現実的ではない。効率がまだ低いからだ。私

がいま考えているのは、廃水処理方法の改善である。現在は、排水処理には汚

水に酸素を混ぜるなどの工程があり、電力を必要としている。ところが発電菌

を使えば、酸素が不要であり、逆に大きな量ではないが、電力が得られる。こ

うしたことにより約８０％省エネ型の廃水処理が可能だ。このプロジェクトは

民間企業も協力しており、近い将来実用化できると考えている。 

 次に、中島稔委員長より『新エネルギー関連ニュース№１５５』の解説があ

りました。今回は、〇産学協働のグループが、リチウムイオン電池の３倍以上

の出力特性をもつ全固体電池を開発。〇窓に貼るだけで年間１４００ｋＷｈ

（７５ｍ２あたり）の発電できる製品を発売。〇宇部丸山ダム（工業地帯に水

供給）の内部に水車発電機を設置し、稼働開始。１６０世帯分の電力を供給。

〇夕張の炭層メタンガスを９月にも試掘。大惨事の現況を地域活性化に。〇探

査船「資源」が日本人主体で運行を開始。青森沖で石油・天然ガス調査中。な

どの解説があり、一同大いに勉強になりました。 
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